
◆ ◆ ◆ 大 阪 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー 事 業 ◆ ◆ ◆

府民のつどい

  災害に備える難病支援 
〜令和 6 年能登半島地震の教訓を踏まえて〜〜令和 6 年能登半島地震の教訓を踏まえて〜

　※定員になり次第、締め切らせて
　　いただきます。

申込み期限　2月 13 日（金）

2026 年2月15日（日）

14:00 ～ 16:00（受付 13:30 ～）

大阪難病相談支援センター 研修室
（大阪市住吉区万代東 3-1-46 大阪府こころの健康総合センター３階）

福井大学医学部  地域医療推進講座 山村   修 教授

人口減少社会が進む我が国では平時の防災訓練ですら実施困難で、
難病支援の実現にはさらに高い壁が立ちはだかります。発災後に
訓練ゼロから難病支援を組み立てるにはどうすれば良いのか。鍵
は災害医療支援の仕組みを知ることにあります。阪神淡路大震災
以来、災害医療支援の構図は大きな変化を遂げました。講演では
令和 6年能登半島地震における災害医療支援の仕組みを紐解きな
がら、難病支援ネットワーク構築の課題と手段を探ります。

●会場へのアクセス
   大阪府こころの健康総合センター３階

主催

06-6115-777406-6115-7774

参加費 無料
定員  30 名
定員  70 名

会 場 参 加
オンライン参加


